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1 . 目的

三重外湾地域のまき網漁業における水揚げは、年間7万 7,500トン、 48億 8,700万円
（平成24年）で、当該地域における総水揚量の 86%、総水揚高の37%を占めており地
域漁業の中核をなし、地区の仲買、加工業、小売業をはじめ、当地域の経済にとって重要

な基幹産業に位置付けられている。

しかしながら、その経営は、燃油、漁業資材の高騰、漁獲の減少、魚価の低迷等極めて

厳しい状況にある。

このような情勢に対処し、本漁業の収益性改善を図るため、船団構成、操業形態の合理

化等によりコスト削減に取組むとともに、漁業を基幹産業とする地域経済の安定的発展の

ために、行政、地域及び流通業者と連携し、活魚及び高鮮度で管理された鮮魚等の安定的

流通販売体制の強化を実施する。

また、資源保護の管理措置も年々強化されることから、資源管理へ配慮し持続可能な漁

業形態を目指す。

これらにより、漁業経営の改善及び地域経済の振興を図る。

【三重外湾漁協 H24水揚数量金額】

叩 水揚量（トン）
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・車lj網漁業484

・海女漁業819

・一本釣漁業1,273
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水揚金額（千円）
・まき網漁業4,887,268

・定置漁業1,735,791

・刺網漁業978,436

・海女漁業841,665

ト 本釣801，抑

・その他346,610

はえ縄305,748

養殖3,469,490



2.地域の概要

三重外湾地域は、平成22年2月に三重県南部に位置する 12漁協が合併し、組合員1l, 664 
人を擁する大型合併漁協（三重外湾漁業協同組合）の地域となった。

当地域は、志摩市、尾鷲市、南伊勢町、大紀町及び紀北町の2市3町で構成し、三重県
太平洋岸の入り組んだ長い海岸線を有している。

この地域の漁業は、まき網漁業の他、定置網、 刺網漁業、延縄漁業、一本釣漁業、海女

漁業、魚類養殖、貝類養殖、青のり養殖、 真珠養殖等多種多様な形態となっており、それ

ぞれの地区において漁業が主要産業として位置づけられている。しかしながら、漁業者の

減少、高齢化とともに水揚げ葺も年々減少傾向にあり、収益を上げることができる漁業を

守り育て、後継者を育成すもことにより、地域を活性化していくことが急務となっている。
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本所 （奈屋浦〉
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緑色の地区が 「三重外湾漁協」の工リアです I 

I - －ーーーーーーーーーーーーーー』

その中において、奈屋浦地域は、江戸前期の商人で東廻り・西廻りの航路を開拓し海運

の発展に大きな功績をのこした、偉人河村瑞賢を輩出し、また、日本で唯一「シビの神さ

ま」と崇敬されている「支毘大命神」がある。慶応3 (1867）年、社会不安と凶作に

より米価が上がり、厳しい生活を強いられていた奈屋浦に、シビ（近海マグロの一種、キ

ハダ・トンボ）の大群が押し寄せ、その莫大な利益で人々の生活を救ってくれたことがあ

り、シヒ、への感謝を込めて、「支毘大命神Jと記し建立したものである。供養碑には、魚
の命をいただいて、自分たちが生き延びたという強い感謝の気持ちを、大明神の「明」を

「命」という字に変えて大命神と刻み、現在においても信仰厚く、古くより海の恵みを受

け漁業とともに発展してきた伝統のある地区である。

量刑
弘
勾
町
4
fa
川
市

支

克
犬
舎
品
富
永
払

【奈屋浦支毘大命神】
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現在では、まき網漁業を基幹産業とし 1ヶ統の大中型まき網船団があり、その船団構

成は以下のとおりである。現状の水揚げを維持するには6隻構成は不可欠であるが、船の
老朽化とともに、 維持管理費用の増加など船団の維持が厳しくなっている。また高齢化が

進む漁業の中で、比較的若い船員構成を維持しており、今後も若い世代に魅力のある漁業

形態を持続させるために、さらなる収益性の向上が望まれている。

大中型まき網漁業の収益性改善のためには、船団を5隻構成へとスリム化し、さらに省
エネ効率の高い高性能型網船を導入することで、省エネ、省人省力化を行い、収益性改善

を図るべく構造改革へ早急に取り組むことが重要である。

大中型まき網 船団構成

用途 隻数 船員数 船 齢

網船 (135t) l隻 24名 平成冗年進水 船齢 24年

探索／灯船（ 6 7 t) 
2隻 10名

昭和 61年進水 船齢 27年
( 99t) 平成 12年進水 船齢 13年

運搬船 (286 t) 平成 3年進水 船齢 22年
(283 t) 3隻 18名 平成 3年進水 船齢 22年
(19 5 t) 平成21年進水 船齢 4年

合計 6隻 52名

6隻の船団構成となっており、漁場は中部太平洋海域、北部太平洋海域で主要な対象魚
種は、 l月～4月、10月～12月アジ ・サパ ・イワシ、 4月～9月カツオ ・マグロとなって
いる。

｜北部太平洋海域

6月～8月 カツオ ・マグロ

今主要水揚地気仙沼、銚子、塩釜

11月～12月 アジ・サパ・イワシ

＝争主要水揚地八戸、石巻

1月～4月， 10月 アジ・サパ・イワシ坊主要水揚地奈屋浦

5月，9月カツオ ・マグロ 坊主要水揚地 奈屋浦、銚子

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月
アジ・サバ・イワシ中部太平洋k 三 モ一歩

北部太平洋
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3. 改革計画

1）参加者名簿

｛！）三重外湾地域プロジェクト協議会委員

分野別 機関名 氏名 役職

漁業関係者 三重外湾漁業協同組合 川端一寿 常務理事

三重県まき網連合会 植村寿成 事務局長

流通・加工 三重県漁業協同組合連合会 落合明史 指導部長

金融機関 二重県信用漁業協同組合連合会 奥 充範 事業部長

地方公共団体 三重県農林水産部 仲 越哉 水産経営課長

二重県農林水産部 神谷直明 水産資源課長

学識経験者 国立大学法人三重大学生物資源学研究科 常 清秀 教授

公益財団法人三重県水産振興事業団 林 文三 専務理事

(2）奈屋浦まき網部会委員

分野別 機関名 氏名 役職

漁業関係者 二重外湾漁業協同組合 畑 金力 常務理事

三重外湾漁業協同組合 植村寿成 参事兼事業部長

清洋水産有限会社 清水ニ千春 代表取締役

北部太平洋まき網漁業協同組合連合会 桜井均 業務部長

流通・加工 二重外湾漁業協同組合 中村直紀 直販・営業本部長

一重県漁業協同組合連合会 伊藤宏
南島水産流通

センタ一所長

中部清洋有限会社 竹内治 所長

金融機関 二重県信用漁業協同組合連合会 演固定志 伊勢鳥羽支店長

地方公共団体 水産室漁政課
伊勢農林水産事務所 荒島幸一

副参事兼課長

南伊勢町水産農林課 柳原宏三 課長

学識経験者 公益財団法人三重県水産振興事業団 中本 文三 専務理事

造船所・及び 株式会社渡辺造船所 寺田泰治 取締役営業部長
関連業者 伊勢支店

フルノ関西販売株式会社 内司浩
伊勢営業所長
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2）改革のコンセプト

生産コストの引き下げを図るため、探索船を l隻減じ5隻構成とし、更に魚種に

応じて4隻での操業体制へと船団隻数を減じてゆく隻数可変型操業形態を実現し、

新しく省エネ効率の高い高性能型網船を導入することで、徹底した省エネ、省人省

力化を図り、固定費を削減しつつ安定した収益を確保出来得るよう実証に取り組む。

また、漁獲物の油脂分の酸化抑制と好気性細菌の増殖抑制効果がある窒素ナノバ

ブルにより、高鮮度維持された漁獲物を出荷し高付加価値化を図り、水揚げ時の作

業の迅速化・効率化・衛生化により産地市場の水産物流通の構造改革へ取り組むこ

とで、より安全な水産物を提供できる体制を整え、販路を拡大し地域経済の活性化

を目指す。

また船舶の安全や労働環境の向上を図り、若手船員を継続的に確保し持続可能な

漁業形態への改革をすすめる。

(1）生産に関する事項

①船団のスリム化に関する事項

魚種及び操業海域に応じた隻数可変型操業形態、により船団をスリム化し省

人、省力化を図る。

【現状】

網船 探索船／灯船 探索船／！灯船 運搬船 運搬船 運搬船 6隻

トン数 135 67 99 283 286 195 1065 

魚鰭容量＜m) 421 421 182 1024 

乗組員数 24 5 5 6 6 6 52 

合計

【改革計画】 門

V
船団スリム化
探索船 1隻を減船

カツオ・マグロ操業体制

lT z＝ロ
ムロ

新網船 探索船 探索兼運搬船 運搬船 運搬船 5隻

トン数 199 99 195 283 286 1062 

魚鎗容量＜m) 182 421 421 1024 

乗組員数 22 5 7 6 6 46 

E
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アジ・サパ周イワシ操業体制 （実質 4隻体制で操業） 合計

新網船 探索船／灯船 探索兼運搬船／灯船 運搬船 運搬船 5隻

トン数 199 99 195 283 286 1062 

魚鎗容量（m) 182 421 421 1024 

乗組員数 22 5 7 6 6 46 

（平成26年4月1日修正）

・アジ・サバ・イワシ操業での4隻体制時
－基本的には上の表の構成であるが、網船以外は漁模様やドックなどにより流動的に使用する。
・当該操業時には探索船、運搬船において現状では乗り移りなど危険な作業を行っていることに
加えて、灯船の集魚作業や活魚取扱のための作業が増加するため、乗組員の安全性の
向上と作業負荷の分担のためにそれぞれ増員する。
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②省エネ航行，燃油消費の削減に関する事項

イ）船団構成を l隻減じ5隻とし、燃油消費の削減を図る。

ロ）新網船に IMO（国際海事機関）のNOx（窒素酸化物） 2次規制に対応した低燃

費型エンジンを搭載する。

ハ）省エネ効果の高い船体構造を採用

新しく建造する網船の船体形状に推進抵抗の少ないバトックフロー型を

導入。さらに、舵をラダーポット型とし燃油削減を図る。

ニ）低抵抗型の船底塗料を導入し燃油消費を抑制する。

ホ）漁場選定システムとウェザールーティングによる、燃油消費の削減

漁業情報サービスと船団内センサー（潮流、水温）のデータを統合活用し漁

場へ向かう際の漁場選定を的確に行い、無駄な航行を減らし燃油消費の削減

を図る。

航海中の気象、潮流などの影響を考慮したウェザールーティングにより

最適な航路設定を行い燃油消費の削減を図る。

へ）省エネ運転管理とエコクルーズ支援システムによる燃油消費の削減

省エネ運行マニュアルに基づく運航管理により燃油消費の削減を図る。

エコクルーズ支援システムのモニターに使用馬力ポイントを表示させ、等

燃料費曲線のより低燃費ポイントへ船速を維持しながら、回転、翼角を操作

し燃油消費の削減を図る。

③網船の安全性・居住性の向上、漁労作業の効率化に関する事項

イ）十分な乾舷と復原性を確保し、航行の安全性を高める。

ロ）海難事故や船員の安全に配慮した設備を新たに導入する。

国際VHF無線機の設置

居眠り防止装置の設置

船舶自動識別装置AIS受信機の設置

IH調理器の設置

ハ）新網船について居住区設備に「新漁船設備基準200トン以上の船舶の基準」

を任意採用し乗組員の居住環境を拡充する。

ニ）バウスラスターと広角度舵を採用することにより横移動を可能とし、操業時

の安定性を高める。

ホ）新型ネットホーラーの導入による作業の効率化

揚網の作業効率化ができ 2名の省人化と時間短縮が可能となる。また操業

の切りあげ時間を早めることで省エネ運転を行い燃油消費削減に努める。

④高付加価値化に関する事項

イ）奈屋浦魚市場における衛生化向上への取組みを推進する。

a.新網船に高圧洗浄機を導入し、網や船体の洗浄を行う。

網についた魚のカスや鱗などを除去し漁獲物への混入を防止、腐敗を防ぐロ

b.高圧洗浄機を導入し市場内、大型コンテナを洗浄し、衛生管理マニュアル

に沿った、衛生化向上への取り組みを進める。

c.さらなる衛生化を進める上で、関係者の衛生管理意識を高めるために、定期
的に外部講師による衛生管理講習を行う。

d.関係者自ら意識を高めるために定例会を実施し、改善の検討、衛生管理マニ

ュアルの見直しを行う。
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ロ）窒素ナノバブル発生装置を導入し、高鮮度保持を図る。

水揚げ時から、流通の際に使用する冷海水へ、窒素ナノバブル発生装置を

導入し、酸素濃度の低いナノ窒素海水を使用、漁獲物を低酸素の状態におく

ことで、油脂分の酸化防止、好気性細菌の増殖を抑止しその結果鮮度の劣化

を遅らせることになり高鮮度を保つ（奈屋浦魚市場・冷海水タンクへの設置）。

ハ）運搬船の活魚蛤を利用し活魚での水揚げ増加に取り組む。

現在、鮮魚として水揚げしているが、奈屋浦へ水揚げの際、運搬船の活魚

鎗を利用し活魚での水揚げを行い、仲買人の需要に対応し販路の拡大を図る。

活魚で搬送したカタクチイワシを鰹餌として販売し魚価向上を図る。

ニ）魚体の選別細分化による魚価向上。

現状、奈屋浦魚市場で水揚げの際、選別機と手作業で選別しているが、サ

イズが不揃いであったり、時間がかかり鮮度落ちがあるため、改良型選別ロ

ーラー（2径ローラ一、スピード調整機能）を導入し、選別作業にかかる時

間を短縮し、仲買人の要望に応じた規格選別を迅速に行うことで魚価の向上

を図る。

⑤資源保護に関する事項

イ）網の底部20%を大固化し未成魚・小型魚の漁獲を減らし資源管理に配慮

した漁獲を行う。また、大固化することで網の重量も軽くなり、燃油消費を

抑える。

ロ）三重県まき網連合会にて資源管理計画を作成し、休漁日設定による資源保

護へ配慮した取組を行う。

ハ）中西部太平洋マグロ類委員会（地域漁業管理機関（WCPFC)）における資源

保存管理措置の強化に対応するよう、複数のオブザーバーを乗船させる船室

を設備する。
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(2）流通販売に関する事項

①漁獲物の高付加価値化（奈屋浦地区）

イ）朝網でとれた、その日で一番鮮度の高い漁獲物を、ナノ窒素海水を活用し「灘

アジ」、「灘サバ」として区別して扱い、販売単価の向上を図る。

ロ）運搬船の活魚鎗を利用し、活魚の扱いを進める。

ハ）漁協と提携し、漁協直販部の移動販売車による個人向け販売に取り組む、また

情報発信・提供をすることにより安全・安心を訴え、販路拡大を図る。

ニ）他県の量販店、飲食店等へダイレクト流通での販路を拡大する。漁協直販部を

はじめとする流通業者との連携を強化し、水揚げ入札後、すぐに1次加工（フ

ィーレ＝争真空パック＝争冷凍）を行い、幅広い需要に対応し販路拡大を図る。

(3）その他の事項

イ）インターネット環境の提供

通信機器を充実させて乗組員に陸上と同等のインターネット環境を提供し

長期航海における船員の娯楽提供と共に仲間との繋がりを重視する若年者の

不満を解消し、離れている家族に対する連絡ツールとして有効に機能させる。

ロ） AEDを設置しd心肺停止の緊急時に備える。

ハ）船員の健康管理体制の拡充

船内に体組成計、全自動血圧計を設置し健康管理をサポートする。また船上

での応急処置や成人病対策等の情報提供を行い、健康管理体制の拡充を図る。

ニ）ブリッジ内に後継者育成のための船員養成シートを設置

ブリッジ内に漁労長と同じ計器類の情報を表示させる船員養成シートを設置

し、若年者自らが計器類に接することにより、これら漁労計器に関する技術の

習得と知識を深める事で育成に繋げる。

ホ）地域貢献

町、 JA、商工会などのイベントに協賛し参加することで、漁業者と消費者

の交流を通じ、地域振興へ取り組む。

伊勢志摩地域でJリーグ参入をめざすサッカーチーム「Fc.伊勢志摩」の
活動をサポートしサッカー教室と料理教室へ参加、スポーツ振興と魚、食普及を

通じた地域活性化を目指す。
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3）改革の取組内容

大事項 中事項 現状と課題 記号 取組内容 見込まれる効果 効果の根拠

生産に関する 船団の合理 網船 135t 船齢 24年 A-1 探索船を l隻減じ5隻構成とし、更に 減船による維持費、人件費 参考資料
事項 化に関する 探索（灯）船 67 t 船齢 27年 魚種に応じて4隻での操業体制へと の削減が図られる。 PZ-4 

事項 探索（灯）船 99 t 船齢 13年 船団隻数を減じてゆく隻数可変型操 省人化 6名削減
運搬船 1951 船齢 4年 業形態を実現し、新しく省エネ効率の 人件費削減 A.69, 102千円
運搬船 283t 船齢 22年 高い高性能型網船を導入することで、 修繕費削減企23,868千円
運搬船 286t 船齢 22年 徹底した省エネ、省人省力化を図る。

計 6隻 Cl065t）で操業して 網船 新造 1991 
おり老朽化も進み経費負担が大きい 探索（灯）船 99t 
（※北部太平洋海域でアジ・サバ・ 探索（灯）兼運搬船 195t 
イワシ操業時は4隻）。 運搬船 283t 

運搬船 286t 
計 5隻 (1062t）で漁期により
カツオ・マグロ操業時 5隻
アジ・サバ・イワシ操業時 4隻
の船団構成で操業する。

生産コスト 主要操業海域である二重県沖漁場は B-1 －船団スリム化による燃油消費の削減 燃費削減12.6%企 522kl 参考資料
の削減に関 黒潮本流に沿って広い範囲で形成さ A 41, 760千円 P5 6 
する事項 れる。漁場が瀬によって形成される B-2 －低燃費型エンジンの導入 （新網船） 低燃費とNOx低減の効果 参考資料

のでは無く、本流の変動によって大 P7 
きく影響を受けて漁場が移動するた B-3 －低抵抗型船型・舵の導入 （新網船） 燃費削減 2%.A. 16 kl 参考資料
めに漁場選択が難しく、無駄に走る A I, 280千円 P8 
ことが多い。 B 4 －低抵抗型船底塗料の導入 燃費削減 3.8% A 135 kl 参考資料

A 10, 800千円 P9 
現在、気象FAX等の気象情報を基に航
路設定を行っているが、設定航路上の B-5 －漁業情報サービスと船団内センサー 燃費削減2.2%企 50kl 参考資料
気象、海象及び潮流等の変動により船 の統合による漁場選定システムの実 A 4, 000千円 PIO 11 
の運航が大きく影響を受けている。流 現
れの速い黒潮本流周辺に漁場が形成 漁場においては魚群の分布する海域
される事も有り航路設定次第で燃油 予想を的確に行い、燃油消費を抑制す
消費量が大きく左右されている。 る

燃料費の増大が収益を圧迫してい
・ウェザールーティングの実現

る。 B-6 省エネ運転・エコクルーズ支援システ 燃費削減 5. 3%企 124kl 参考資料
ムの導入 A 9, 920千円 P12 
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大事項 中事項 現状と課題 記号 取組内容 見込まれる効果 効果の根拠

生産に関する 網船の安全 網船の復原性・安全性、並びに居住 C I 新たに導入する網船において、十分な 船体の安全性・居住性の向 参考資料
事項 性・居住性の 性の改善が求められている。 乾舷、復原性を確保 上が図られる。 P13 

向上、漁労作

業効率化に 海難事故防止への対応が求められて c 2 海難事故や船員の安全に配慮した設 海難事故のリスクが減る 参考資料

関する事項 いる。 備を新たに導入する。 乗組員の安全、安心の確保 P14 
国際VHF無線機の設置 が図られる。

居眠り防止装置の設置

船舶自動識別装置AIS受信機の設置
IH調理器の設置

船員室は、狭小でスペースの確保や c 3 国際労働機関（］LO）基準に準拠した 居住環境の改善 参考資料

プライパシーへの配慮が不十分であ 十分な居住環境を確保する。 労働意欲の向上、船員確保 Pl5-17 
り居住性の改善が求められている。 が図られる。

漁労作業において、安全性と作業効 C-4 ①新網船にパウスラスターと広角度 操業中における裏漕ぎの補 参考資料
率化、省人化が求められている。 舵を採用することにより、横移動を可 助、作業性の向上 PIS 

能とし小型作業艇による補助作業の 港内での離着岸などにおい

安全性、効率化を図る。 て操船を容易に行うことが

でき、隣接する船舶との接

触等のリスクを軽減でき
る。

②新型ネットホーラーを導入し網揚 従来のものより船首側へ旋 参考資料

げにかかる作業の効率化を図る。 回でき網締の作業効率が図 P19 20 
られる。
漁網の摩耗及び、小規模損壊

が軽減される。

③作業の安全性と効率性を確保する 揚網時における作業安全性 参考資料

ため新揚網機などの漁労機器の配置 を確保しながら省人化。 P21 22 
を見直し作業の効率化、省人化を図 船員2名削減。
る。 揚網時間を短縮し漁場への

移動、帰港時間を早めて、

その時間を省エネ運転へあ
て燃油削減ができる
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大事項 中事項 現状と課題 記号 取組内容 見込まれる効果 効果の根拠

高付加価値 奈屋浦魚市場の衛生管理マーユアル D 1 奈屋浦魚市場における衛生化向上対 漁獲物の衛生管理の向上 参考資料
化に関する に従い衛生管理している。 策へ取組む。 が図られる。 P23 
事項 ①新網船に高圧洗浄機を導入し、網 ※効果は期待できるが、具

や船体の洗浄を行う。網についた魚 体的な数値は算定困難
のカスや鱗なと、を除去し漁獲物への

混入を防止、腐敗を防ぐ。 網についた魚のカスや鱗
②高圧洗浄機を導入し市場内、大型 などを除去し漁獲物への

コンテナを洗浄し、衛生管理マニュ 混入を防止、腐敗を防ぐ。

アルに沿った、衛生化向上への取り

組みを進める。
③さらなる衛生化を進める上で、関

係者の衛生管理意識を高めるため
に、定期的に外部講師による衛生管

理講習を行う。

④関係者自ら意識を高めるために定

例会を実施し、改善の検討、衛生管

理マニュアルの見直しを行う。

運搬船の魚姶に砕氷を積載し、海水 D-2 水揚げ時から、流通の際に使用する 鮮魚を低酸素状態におく 参考資料

とミックスした水氷で漁獲物の鮮度 冷海水へ、窒素ナノバブル発生装置 ことで、油脂分の酸化防 P24 

を維持している。 を導入し酸素濃度の低い冷海水を使 止、好気性細菌の増殖を抑

用する（奈屋浦魚市場・冷海水タン 止しその結果鮮度の劣化

クへ設置する）。 を遅らせることになり高

鮮度を保つ。

漁獲物は運搬船で搬送し鮮魚、として D-3 運搬船の活魚蛤を利用し活魚での水 活魚取り扱いによる水揚 参考資料
水揚げしている。 揚げ増加に取り組む。 金額増加が図られる。 P25 

①活魚出荷
②鰹餌として販売
を行い高付加価値化に取り組む。

現状、奈屋浦魚市場においては選別 D 4 魚体の選別細分化を行い魚価向上を 作業の効率化を図り鮮度 参考資料
機と手作業で選別しているが、サイ 図る。改良型選別ローラー（2径ロ 保持につなげる。 P26 
ズが不揃いであったり、時間もかか ーラ一、スピード調整機能）を導入 仲買人の要望に応じた規

っているため鮮度落ちもある。 し、選別作業にかかる時間を短縮す 格選別を行うことで魚価

鮮度保持のためには水揚げ後短時間 る。 の向上が図られる。

で選別を行い流通・販売へ移すこと ※効果は期待できるが、具

が必要である。 体的な数値は算定困難
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大事項 中事項 現状と課題 記号 取組内容 見込まれる効果 効果の根拠

資源保護に 網目が小さいため、未成魚、も捕獲し E【 l 改良漁具により網の底部20%を大 資源保護へ取り組む。 参考資料
関する事項 てしまう。 固化し小型魚・未成魚の漁獲を減らし 資源管理に配慮した漁獲を P27 

資源管理に配慮した漁獲を行う。 行う。

また、大固化することで網の重量も軽 網の重量が軽くなり、燃油

くなり、燃油消費を抑える。 消費を抑える。

※効果は期待できるが、具

体的な数値は算定困難

E 2 ①三重県まき網連合会にて資源管理 資源管理計画に基づき休漁 参考資料
計画を作成し、休漁日設定による資源 日を設定し漁獲量を抑える P28 
保護へ配慮した取組を行う。 ことで資源保護が図られ

る。

②中西部太平洋マグロ類委員会（地域 今後強化される国際的な資

漁業管理機関（WCPFC））における資源 源管理措置へ対応が可能と
保存管理措置の強化に対応するよう、 なる。

複数のオブザーバーを乗船させる船 ※効果は期待できるが、具

室を設置する。 体的な数値は算定困難
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大事項 中事項 現状と課題 記号 取組内容 見込まれる効果 効果の根拠

流通販売に関 漁獲物の高 資源管理が強化されることで漁獲 F-1 その日の朝網でとれた、一番鮮度の向い 両鮮度のまま地方への発 参考資料

する事項 付加価値化 量の減少分を補うべく、漁獲物の 漁獲物へ、ナノ窒素海水を活用し高鮮度 送ができる。 P29 30 

に関する事 高付加価値化をすすめる必要があ 維持し「灘アジ」「灘サバ」として区別し 大漁相場安時、時化前、

項、 る。 て扱い販売単価の向上を図る。 休市前に大量買い付け出

荷調整での出荷

魚価 10%向上
6 500千円 の収益増
※仲買人の聞き取りと試験出荷に
て、魚価の10%程度向上効果あり

F 2 115-魚胎を活用し、活魚の扱いを進める（活
鮮魚小売店、料理店など

参考資料

魚での流通と活き餌としての活用で1t 
の活魚のニーズに対応す

P31 
～2 t見込む）。

る。

不漁時にも、安定的に鮮

魚・活魚の出荷ができる。

魚価20%向上
I. 450千円 の収益増
※以目＇Jに活魚出荷の実績がある、魚
価は50%程度高〈出荷できていた
改革計画の取組みで魚価の 20%程
度向上効果見込む．

現状、魚介類の消費の減退、魚ば F 3 漁協と提携し、漁協直販部の移動販売車 漁協直販移動販売車 参考資料

なれなど問題があり消費の拡大を による個人向け販売に取り組む、また情
魚価 15%向上 P32 

図る必要がある。 報発信・提供をすることにより安全・安 2 500千円の収益増
心を訴え、販路拡大を図る。 ※直販部の意見、と試験販売にて魚

価の15%程度向上効果あり

F-4 他県の量販店、飲食店等へダイレクト流 ダイレクト流通で中間コ 参考資料
通での販路を拡大する。漁協直販部をは ストと時間をカット、高 P33 
じめとする流通業者との連携を強化し、 鮮度・低価格での販売が

水揚げ入札後、すぐに l次加工（フィー 可能となる。

レキ真空パックキ冷凍）を行い、幅広い

需要に対応し販路拡大を図る。 魚価 15%向上

取り扱い実績（漁協直販） サパの加工 2. 500千円 の収益増

現在月 1t 今後見込み月 8t程度。 ※仲買人の聞き取りと試験出荷に
て、魚価の15%程度向上効果あり

3
 
1
 



大事項 中事項 現状と課題 記号 取組内容 見込まれる効果 効果の根拠

その他に関す 福利厚生に 漁業者の高齢化が進む中、比較的 G-1 ①インターネット環境の提供 長期航海における船員 参考資料

る事項 関する事項 若い船員を維持できているが、今 通信機器を充実させて乗組員に陸上と の娯楽提供と共に 仲 P34 
後も若い船員を確保していくため 同等のインターネット環境を提供する。 間との繋がりを重視す

に、環境や待遇改善、船員育成の ② AED自動体外式除細lilJJ器の設置 る若年者の不満を解消

取組みが求められている。 ③船員の健康管理体制の拡充 し、離れている家族に対

する連絡ツールとして

有効。

健康管理することで船

員の安心、安全につなが

る。

福利厚生を拡充するこ

とで人材確保、後継者育

成が期待できる。

ブリッジもせまく、漁労長しか計 G 2 ブリッジ内に漁労長と同じ計器類の情報 若年者自らが計器類に携 参考資料
器類が操作できない。 を表示する育成スペース（船員養成シー わることにより、これら P35 

ト）を設ける。 漁労計器に関する技術の

習得と知識を深める事で

船員育成を図る。

地域への貢 G-3 町、 JA、商工会などのイベントへ協賛 水産業PR 参考資料

献に関する し参加することで、漁業者と消費者の交 魚食普及 P36 
事項 流を通じ、地域振興へ取り組みます。

伊勢志摩地域でJリーグ参入をめざすサ スポーツ振興と魚食普
ッカーチーム「Fc.伊勢志摩」の活動 及を通じた地域活性化
をサポートしサッカー教室とあわせた料 が図られる。

理教室への参加を行う。
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4）改革の取組内容と支援措置との関係

（！）漁業構造改革総合対策事業の活用

取組記号 事業名 改革の取組内容との関係 事業実施者 実施年度

A G 
もうかる漁業創 船団スリム化と改革型漁船 二重外湾漁 平成26年度
設支援事業 による収益性の実証 業協同組合 ～平成28年度

(2）その他関連する支援措置

取組記号 事業名 改革の取組内容との関係
事業実施者

実施年度
（借受者）

一重信用漁業協 二重外湾地域プロジェクト
A 同組合連合会 協議会が取り組む船舶建造 未定 平成26年度
一般貸付 資金の借り入れ

5）取組スケジュール
( 1)工程表

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

A ，， 

B ， 
』

c 
，， 

D 
，， 

E ， 

F ... 

G ， 

(2）改革取組みによる波及効果

省コスト化及び、漁獲物の単価向上の取組によって漁業経営の改善が進むとととも

に、就労環境の改善により新規就業者の確保に努めることで、大中型まき網漁業の

持続的発展が期待できる。さらに、省エネ化の取組に伴いC02排出量の削減が進む
ことにより、環境改善効果も期待できる。

F
吋
U1
 



4.漁業経営の展望

既存船団は、網船 l隻 (135トン）を中心に探索船2隻、運搬船3隻が付属し、計6隻の船
団構成で操業している。

改革計画では、上記船団構成から、探索船を l隻減じ5隻構成とし、さらに魚種に応じて4
隻での操業体制へと船団隻数を減じてゆく隻数可変型操業形態を実現し、新しく安全性や労働

環境の整った省エネ効率の高い高性能型網船を導入することで、人件費、燃料費、船舶維持費

等生産コストの削減を図る。

合わせて流通・販売において低コスト・高効率・高付加価値型生産体制の実現を計画する。

これらの改革により、まき網漁業の持続的発展を可能とし、地域産業の活性化、雇用促進を

図ることができる。

1）収益性回復の目標 （金額：千円、数量：トン）

項目

水揚数量

水揚金額

収入合計

人件費

燃油代

氷代

修繕費

漁網購入費

支
その他漁具費

販売経費
出
漁船保険料

その他経費

一般管理費

公租公課

支払利息

支出合計

償却前経常利益

収益性回復計画算出根拠
（現状）

現状 改革1年目

13. 155 12, 760 
1. 585, 418 1. 550, 530 
1. 585, 418 1. 550, 530 
598, 884 529, 782 
277, 040 262, 800 
62, 712 62, 021 
120, 396 96, 528 
21. 516 16. 137 
16. 580 12, 570 
71, 344 69, 774 
15, 000 24, 300 
8, 971 8, 971 
121.225 121, 225 
3, 150 10, 035 
6, 800 21, 420 
1. 323, 618 1, 235, 563 
261, 800 314. 967 

2年日 3年日 4年日 5年目

12, 760 12, 760 12, 760 12. 760 
1, 550, 530 1. 550, 530 1. 550, 530 1. 550, 530 
1, 550, 530 1. 550, 530 1. 550, 530 1. 550, 530 
529, 782 529, 782 529, 782 529, 782 
262, 800 262, 800 262. 800 262. 800 
62. 021 62. 021 62, 021 62, 021 
96, 528 96, 528 96, 528 96, 528 
16, 137 16, 137 16, 137 16, 137 
12, 570 12, 570 12, 570 12. 570 
69, 774 69, 774 69, 774 69, 774 
21. 870 19. 683 17, 715 15, 943 
8, 971 8, 971 8, 971 8, 971 
121. 225 121. 225 121,225 121. 225 
7, 810 6, 000 4, 700 3, 700 
19, 100 16. 760 14, 390 11. 990 
1, 228, 588 1, 222, 251 1.216,613 1. 211. 441 
321, 942 328, 279 333, 917 339, 089 

・水揚量・水揚高・経費とも過去3ヵ年の平均とした。
（改革後）

・水揚数量
・水揚金額
．人件費

・燃油代

－永代
・修繕費

・漁網購入費
・その他潟、具費
．販売経費

・漁船保険料
・その他経費・一般管理費
．公租公課
・支払利息

船団スリム化に伴う溶獲能力低下の影響を考慮し、現状の3%減と想定した。
取組記号Fの想定により求めた値を加味して試算した。
取組記号Aによる効果を算入。（現状52名から 46名へ。）
過去3年間の使用量平均を基準に、取組Aと取組Bにより使用量を20.4%減とした。
想定単価は24年度の平均単価75円／Lに最近の情勢を加味し、＋5円の80円／Lとして試算した。
過去実績から、水揚高の4%とした。
検査費用等平準化のため過去5年間を平均し、隻数削減と新船導入の効果を考慮して算出した。
取組記号B-5,C-4、E-1による破網回数の減少分を控除して算出した。
現状値より隻数削減分を控除して算出した。
水揚高の4.5%とした。
新船分を加味して算出した。
過去3ヵ年の平均とした。
当該船舶に係る固定資産税を計上した。
新船分の借入額に直近(H25.05. 10）の長期プライムレート l.25%を適用し算出した。
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2）代船建造の見通し（償却前利益は改革5ヶ年の平均数値を基に算定）

償却前利益

327 百万円 × 
次世代船建造までの年数

20 年 ＞ 
船価

5, 400百万円

※各船価

網船 1,30日百万円

探索船 即日百万円

運搬船 1,10日百万円X3隻

参考 改革計画の作成に係る地域プロジェクト活動状況

実施時期 協議会・部会 活動内容・成果

平成25年3月7日
奈屋浦まき網地 奈屋浦まき網地区部会の設置承認

区部会設置承認 申請→平成25年3月7日承認

第一回地域プロ
改革計画案の検討・漁業者と委員

平成25年3月18日 ジェクト奈屋浦
との意見交換・問題点の確認及び

まき網地区部会
改善方法・今後のスケジュールの

確認

第三団地域ブロ 改革計画案の検討・漁業者と委員

平成25年4月23日 ジェクト奈屋浦 との意見交換・今後のスケジュー
まき網地区部会 ルの確認

第三団地域プロ 改革計画案の検討・漁業者と委員

平成25年5月9日 ジェクト奈屋浦 との意見交換・今後のスケジュー

まき網地区部会 ルの確認

二重外湾地域プ

平成25年5月24日
ロジェクト協議 改革計画案の検討・計画承認・今

会、第四回奈屋浦 後のスケジュールの確認

まき網地区部会
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三重外湾地域プロジェク卜

奈屋浦まき網部会改革計画

参考資料目次

改革計画の概要一一一一一一一一一一一一一一ー 一一一一一一 一ー 1 

A船団スリム化について①ー③一一一一一一一一ー一 一一一一一ー ー－ 2～4 

B燃油消費の削減について一一一一一一一一一一 一一一一一ー ーー 5 

1 .船団スリム化による燃油消費削減一一 一一一一一ー ー－ 6 

2.低燃費型エンジンの導入一一一一一一 一一一一一ー ー 7 

3.低抵抗型船型・舵の導入ー一一一一ー一 一一一一一 一一 8 

4.低抵抗型船底塗料の導入一一一一一一 一一一一一ー一 一－ 9 

5.漁場選定システム・ウェザールーティングについて一一ー ーー 10～11 

6.省エネ運転・エコクルーズ支援システムについて一一一一 一一 12 

c 網船の安全性・居住性の向上、漁労作業の効率化について
1 .網船の安全性の向上一一一一一一一 一一一一一一 一一一 13 

2.海難事故防止への対応一一一一一 一一一一一一ー 一一一ー 14 

3.居住性の向上一一一一一一一ー 一一一一一一一 一一一一 15～17 

4 漁労作業の効率化①ー④ーー 一一一一一一 一一一一 18～22 

日付加価値向上について

1 衛生化向上対策ー一一一一 一一一一一一一 一一一一一一 23 

2 窒素ナノバブル発生装置の導入一一一一一一一 一一一一一一一 24 

3 運搬船活魚鎗での活魚搬送 一一一一一一一一 一一一一一一一一 25 

4 魚体の選別細分化、効率化一一一一一一一一一一一一一一一一一一 26 

E 資源保護について

1 改良漁具一一一 ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 27 

2 資源管理計画・オブザーバー対応 一一一一一一一一一一一一一一一 28 

F 流通・販売について 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 29 

1 .窒素ナノバブル ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 30 

2.活魚出荷一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 31 

3.漁協直販一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー 32 

4. ダイレク卜流通一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一 33 

G その他

1 .福利厚生の拡充一一一一一一一一一一一 一一一一一ー ー 34 

2.船員養成シート一一一一一一一一一 一一一一一一 一一－ 35 

3 地域振興一一一一一一一一一一一 一一一一ー一 一一一 36 

取組の費用対効果一一一一一一一一一一一一 一一一一一一 37 



（ 改革計画の概要 ） 

［経営の安定・地域の振興 ）

A 船団スリム化

隻数可変型操業体制の構築

~ s 
~／¢詐2
1ー－ / 

応
）
⑦

'iiiiM『

／ 

D付加価値向上

窒素ナノバブルによる

鮮度保持

活魚鎗での活魚搬送

福利厚生

インターネット

B省エネ航行管理 C網船の安全性・居住性の向上

海難事故防止への対応

漁労作業の効率化
ハ．トック7ローラダーホ．ット

低抵抗型船底塗料

ウェずーjトテインク．

ロクルース．支援システム

E 資源保護

改良型漁具（大目化）

オブザーバー乗船に対応

F 流通・販売について

ナノ窒素海水

漁協直販

ダイレクト流通

--- ＂＇＂＇＂圃 ．
h・ 、・h・ F. C伊勢志摩へのサポート活動。歯菌 ... 園圃園田E田園・

｜ト
波及効果 ＜流通の安定化＞

＜地織産業の掻興＞

＜雇用の促進＞

<C02排出量削減による環境改善＞
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取組記号A 船団スリム化について①

， 、
船団構成6隻で操業しており経費負担が大きいため、探索船を 1隻減じ5

隻構成とし、さらに魚種に応じて4隻での操業体制へと船団隻数を減じてゆ

く隻数可変型操業形態を実現し、新しく省エネ効率の高い高性能型網船を導

入することで船団をスリム化し省力、省人化を図る。、 ~ 

， ， ， ， ， ， 
’ 

一ーーーーーー一一ーーーー－－－－－－一一一一、－ －‘  一ーーーーー－ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー－ －一、

【現行】 6隻体制

（網船、探索船2隻、遺憾船3愛）

｜網船削＞

｜探索船側＞

｜探糊99t> 
｜運搬船附 ＞ 
運搬船283t.

運搬船 286t

、、、
， 

、．．司・ー・ー，・ー－－－－－－－－－－－ーーーーーーーー’

【王見状】

、、、、
‘ 
’ ’ ’ I 
I 

【改革計画】

: 隻数可変型操業の実現

、、、、

カツオ ・マグロ操業時 5隻体制

（網船、探索船1隻、運搬船2隻

探索兼運搬船1去を）

アジ ・サパ ・イワシ操業時 4隻

｜新網船酬＞

｜探索船991,> 
探索兼運搬船

195t 

運搬船 283t

， ， ， ， ， ， 

: i 運搬船 286t '' 
. i ' 
! / 

／ 

、l一一－－－一ーー・ー・ーノ
，
 ，
 
’
 

金註

67 

網船 ！探索船／灯船！ 探索船／灯船

99 

運微船 運搬船 運搬船

283 286 195 

421 421 182 

6 6 6 

船団スリム化
探索船 1隻を減船

運搬船 運搬船

283 286 

421 421 

6 6 

6隻

24 5 5 

1065 

1024 

52 

【改革計画】

カツオ・マグロ操業体制
新網船 ｜ 探索船

トン数 I 199 
魚鰭容量Cm)

乗組員数 ｜ 22 

99 

5 

アジ・サパ調イワシ操業体制
新網船 ｜探索船／灯船

円
V 合計

5隻探索策運搬船

195 

182 

7 

1062 

1024 

46 

（実質 4隻体制で操業） 合計

係索兼運搬船／灯船 運搬船 運搬船 5隻

195 283 286 1062 

182 421 421 1024 

7 6 6 46 

（平成26年4月1日修正）

99 Q
U

一

u
h

－
。
4

Q
u

－
 

！－

2
 

！
 
白、、，，－

一計一

id
rz

、『ll
l

一量
一数

k
一容
一員

A
一鱒
一組

レ
己
魚
一
乗 5 

－アジ・サバ・イワシ操業での4隻体制時

－基本的にはよの表の構成であるが、網船以外は漁模様やドックなどにより流動的に使用する0

．当該操業時には探索船、運搬船において現状では乗り移りなど危険な作業を行っていることに

加えて、灯船の集魚作業や活魚取扱のための作業が増加するため、乗組員の安全性の

向上と作業負荷の分担のためにそれぞれ増員する。
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取組記号A 船団スリム化について②

生手歯令男lj舟台長量辛苦民党
三見ヰ犬（25生手主主〉

·20•来満120～29揖lao-a9趨140～49歳lso～59趨 tao車以よl計
01 01 51 111 71 01 23 
21 71 61 41 81 21 29 
21 71 1唱I 151 151 21 52 

上ビ1 4%1 13.5%1 21.2%1 28.8%1 28.8%1 3.8%1 100% 
三干E全勾 42.2定事E

議・i'：偶雇用者に ・コいて‘過去費・直より地元 自』悟の高桂事；掴ll'lt＊－想定 して い る
謙次期．牢歯車候綱、聡且且育成に・コいては、取量I!11i!-l!t G-2の船..珂Eシ ーート喝事に よ り
’t•由勺（：：量•<lbて7ι、〈

改革5ヶ年 年齢別船員構成

60人

so人

語a 圏E
40人

30人

20人

10人

0人

現状 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目・60議 以上 2 5 4 1 。 1 

・so～59歳 15 13 15 15 16 15 

・40～49歳 15 9 7 8 8 9 

・30～39歳 11 11 10 9 8 ア

・20～29歳 7 8 8 10 13 14 

・20歳 未満 2 。 2 3 1 。
-3 -

23 

孟立
46 
100% 

23 
23 
46 
100% 

23 

孟2
46 
100% 

23 
23 
46 
100% 

お
一幻
一
特
一例



取組記号A 船団スリム化について③
，ーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・・ーーーーーーー阜・ーーーーーーーーーーーーー・ーー・ーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーー・・ーーーーーー・・、， 

．．
 、、【現行操業イメージ】 6隻体制での操業例

日帰り操業、1航海で1～3回の操業を行う。

探索船67t

裏漕ぎ作業
裏漕ぎ作業

｜蹴船脚＞ ヤ ｜ ＼ 
｜運殿船286t ""' 

｜探索船99t> I ノ
〉，，ー・－－－－－－－－ー・・ーーー・ーー－－－二ご二二二

【改革操業イメ一ジ】

5隻体制での操業例 カツオ・マグロ操業体制

＜作業艇 ｜ 

裏漕ぎ作業裏漕ぎ作業

199t 

195t 

運搬船286t

｜探索船99t> 
4隻体制での操業例 アジ・サバ・イワシ操業体制

日帰り操業、1航海で1～3回の操業を行う。

裏漕ぎ作業
裏漕ぎ作業

。，o
’e
，，
．，，，，
．‘‘

；網船、

199t 探索兼運 搬船

195t 

l探索船99t> 
，
 
，
 
’
 

ii .9.:. ・t .Q._,2'-T:阿梅舗漉
2 a. ・8 6 :B平間の制服
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取組記号B燃油消費の削減について

燃料費の増大が収益を圧迫しており、以下の取り組みにより燃油消費の削減を図る。

・ B-1 船団スリム化による燃油消費削減

• B-2 新網船へ低燃費型エンジンの導入
・ B-3 低抵抗型船型・舵の導入 （新網船）

・ B-4 低抵抗型船底塗料の導入

・ B-5 漁場選定システム・ウェザールーティングの導入

・ B-6 省エネ運転・エコクルーズ支援システムの導入

燃油削減とりまとめ

削減効果 削減数量※3 削減金額※1
取組内容

（%） (KL／年） （千円／年）

B-1船団スリム化による燃油消費削減 12.6 522 41,760 

B-2低燃費型エンジンの導入 ※2 一

B-3低抵抗型船型・舵の導入 2.0 16 1,280 

B-4低抵抗船底塗料の導入 3.8 135 10,800 

B-5漁場選定システム・ウェザールーティング 2.2 50 4,000 

B-6省エネ運転・エコクルーズ支援システム 5.3 124 9,920 

改革取組 1-6合計 847 67,760 

※1 A重油単価はH24年の平均75円に不安定性を加味して＋5円の80円（80.0円／Q）とした。
※2燃油消費量は変わらないが低燃費とNox低減を実現した低燃費エンジン導入。
※3削減数量はそれぞれの取り組みの相乗効果を考慮し算出した（削減効果合計も同様）。

現状使用料 B-1 
スリム化後 B-2 B-3 B-4 B-5 B-6 
年間使用量

網船 605 202 807 企 16 企 30 企 11 ... 27 

探索A 338 企 338

探索B 439 ... 37 402 企 15 企 5 企 14

探索運搬C 734 73 807 企 30 ... 11 ... 28 

運搬D 995 企 166 829 企 31 企 12 ... 29 

運搬E 1021 企 256 765 企 29 企 11 ... 26 

合計 4132 ... 522 3610 ... 16 企 135 ... 50 企 124

、‘，，l
 

i
k
 

’’t
、

【効果3 1--"l～ ..遇、樹君易型組み
線漏制滅鋤媒1

錦繍械
滋幽雌鍾

:l''t），.骨 9旨

趣4帯！｜払〆等、
,s・:.7 .•. ~1· f6.'o: 司自鳥海
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取組記号B-1 船団スリム化による燃油消費削減

従来は、 1船団6隻体制で年間4,132 kUの燃油を使用。

－船団の縮減により、網船（199~~）の導入に伴う使用量増加分を見込んでも、

船団全体で522kUの使用量を削減。

0燃油使用量の削減計画

船舶の用途
本1 本2
使用割合 使用量

網船（135トン型）
12 

605 
12 

探索船A
12 

338 
12 

探索船B
12 

439 
12 

運搬船C
10 

734 
12 

運搬船D
12 

995 
12 

運搬船E
12 

1,021 
12 

言十 4,132 

削減使用量 522k€ 

5,000 

4,000 

3,000 " 

2,000 

1,000 

。， 
現状

［改革船用船後

船舶の用途
牢1
使用割合

網船（199トン型）
12 
12 

探索船A
。
12 

探索船B
11 
12 

探索兼運搬C 11 
12 

。
運搬船D

10 
12 

運搬船E
9 
12 

E十

使用量

本3
807 

本4 。
402 

807 

829 

765 

3,610 

主主主2
増減

202 

企338

企 37

73 

.A 166 

.A 256 

企522

使用量削減率 ー12.6%

削減金額 41,760千円 *5 

燃油消費量

・網船

・探索船A

・探索船B

・運撮船C

・運搬船D

・運搬船E

改革後

可可

*1年間の船別使用割合：使用月／12ヶ月（探索兼運搬船Cについては、使用月が増加のため使用量は増加）。
叫直近3ヶ年の平均。
本3網船（199トン型）の使用量はメーカー聞き取りによる推定使用量。
叫 廃船。
本5 A重油単価はH24年の平均75円に不安定性を加味して＋5円の80円（80.0円／lZ）とした。

I効果3 燃油削減効果

糊雛蜘

雌泊削鵡醤

-6 -
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取組記号B-2 低燃費型エンジンの導入

新網船に IMO（国際海事機関）のNOx（窒素酸化物） 2次規制対応したエンジンを搭載する。

l賓とNOx低減を同時に実現。

高圧ミラーサイクルシステムASSIGN燃焼方式

．千鳥ノズル
司自白を干島E混にして、J.噴ロにすることにより、小噴口で晶りながら躍鳴口
面積を茸骨雄偉いかつ堂貿利用車量淘上できまます．

圃’
極量町唖揖方豆 寺島J:t..ル唖射方正

・空気流動
車自気ポートのf眠状を量通化して、穏健室内に適切なスワール｛うず浪iを年ι
同時に圧縮行涯でZキッシ旦を鑓生させ、空気と魁科明震のill骨を健軍事せ
燦焼効率垂高めていますe

Hl?-?,l:~キヮシニL

・ー昌明閣してい食い慣l!lfl>'Jz’・

※メーカーカタログより抜粋

・ミラ－51イプカム
鍍焼前の雰園気温度の低誠『~NOxf~
ミラーザイヲル！Jミラー空イプカムによっτ語賀行程に怠いて、給気弁を従畢
より串〈閉じます．飴銀行程を早〈縫Mぜ奇ζとで喰λ古れ士給宮E陪~慢し
てシリン11内違置が低下し、2史的庄組行程時‘鹿沼温慢が下がリiii娩萌の雰
囲lO.温度＊世滅することでNOx司告書出量在世混します．

4aEミ

TtlO 

H ンク角度

aoc 

．燃料消費率とNOx排出量の関係
．高圧力比対応遜給後
シリンF内霊力の函館司自噴費改善 ？ Fー田
敏気行程を早〈終わらせるだ吋では、シリ／~内に克明書れ晶空軍量が低下し、主 ω ！
シリシず内圧力が下tJIJ!担曹の畢it在引事起こし＊すφ短い鎗軍行程中に高 $ 1-----
Eカ比対応遇鎗僚により蛤毘圧力量増大させてシリ／1/内に過り込むζとで、制
空軍量儲岳~－シリンダ内圧力量回制ぜT畑町制帥釧しまれ ~ ., 

拠

2坤

験 I~~ e 
Q97 0；抽 a抽， 1.01 I但 ’Cl ＇・刷，，時

朗貴重化串
’”5GJllしτいない舞lib'••；事す．

一般的に、燃費と NOx排出量はトレードオフ関係がある。

新型のエンジンの導入で、 NOx低減と燃費改善の両立を実現。

舶用主機関新・旧機種主要目の比較（3200PS)

新・旧 シリンダ数 シリンダ径 行程 容積 連続出力 回転速度
*1 *2 

他
燃料消費率 質量

mm mm し KW(PS) rpm g/KW・h t 

2360 
新 8 260 385 164 750 196 24.5 IMO 2次対応

(3209) 

2354 
｜日 8 280 380 187 720 196 26.0 IMO 1次対応

(3200) 

*1 100%負荷時のクランク軸端における値

*2 機関単体乾燥質量（標準仕様）

新網船の主機関については「地球にやさしい」低燃費機関を導入する。

-7 -



取組記号B-3 低抵抗型船型・舵の導入

新しく建造する網船の船体形状を推進抵抗の少ないパトックフロー型、さらに舵をラダーポット型と

し燃油削減を図る。

【バトックフロー船型】

パトックフロー船型（buttockf I ow）とは、

船を船尾から船首方向に縦割りした図面である船舶用語の“縦断線図（buttockI i nes）” 

と“水の流れ（flow）”を組み合わせた言葉です。

従来の鉛型I玄、

紛の船尾の形状が、膨らみや丸みのある複雑な（3次元的）形状です。

紛の下（船底）を流れる水も船の横（側面）を流れる水も 1箇所に集めようとしたので、水

がぶつかりあってしまい、水がスムーズに流れないので、抵抗が発生します。

バトックフロー船裂は、

氷がぶつかり合わないように、縦斯線図のように、船首から船尾に真っ直ぐに水が流れ

るように、開発した船型です。

船を横から見ると、船尾の船底形状が、斜めに切ったような平らな船底が、特徴的です。

船の周りを流れる水流を全て真つ直ぐに流れるようには出来ませんが、船の下｛鉛底）

と船の横（側面）を流れる水とは、分けられるので、挺坑（推進紙抗）を少なくすることが

出来ます。

【ラダーポット】

※実証結果では

バトッククフローで1～2%

ラダーポットで2～3%

の効果あり。

計画では、あわせて2%見込

む。

左舷 続行運転による燃料消費量の比較

右舷

【効ai

Sill_試運藍堕然科消費量計測績悪
ラ合ポッドむ匙 ー

ラダーポッド有り無しで1時間
続行運転を行い、、ラダーポッ

ドを装着したとき、1.6%燃料
消費量が削減されている。

続行運転は有り無しで運転航

路が全く同じではなく、潮流な

どの影響を受けやすい。この

一 結果は参考程度の評価に値す
る。

働演瀬鵬効果 :2 % ※続編船のみ

燃油削減量

強油削温橿

-8 -
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取組記号B-4 低抵抗型船底塗料の導入

低抵抗型船底塗料（超低燃費タイプ）を導入し燃油消費削減を図る（3.8%削減を計画）。

~CJ事万三文AC唱｝

蜘 lerT司同e<(')-
r量れが軍揖された

二ヌ’ ）づ孟J・籾眉・.. 
AF撞圃の誼畢． LFC撞網拡巌担楓こよU撞腹出晦本町界

面にWaterTr却 I..¥開rt形躍さぜます．

ミミ二三二．． ， ．．． 
LFC撞園町曲部~甑骨骨量れによって
も夜脅し‘間部のWale<Trap l..¥yerlf 
庫銀抵銃の低埠に寄与します．

.. m地主主長国

しかし‘その相互作用Uそれ恒ど強〈傘
〈、撞旗の凸畠It航行の量れによヲて
リリースしま1九

LFC抱腹t:WaterTrap Layer勉果で、

更にスムーズ宰褒面を形成します。この

WaterTrap Layert:自己研磨性により

更新され、摩書抵銑の低減効果を持続

させます．

J血豆）！~正文瓦(35

a; （ヨ伝来舟撞圃の岨置｝
b : (WatBI Trap ~ ..の庫さ1 15 
c: (LFCの婁動車｝

16 
｛イメージ~l

※メーカー帥ロクより協争

＝昌也 COST IMPACT SIMULA恒ON
A-LF-Sea 
!tam! 
1船種類 網船

2 船サイズ 199 D¥'門

3 スピード 12.5 ノァト

( サービスライ7 12 Jl 

E燃料使用量（1日当り） 匹

6離日数（年間） 日

7燃料使用量（年間） 791 IKL 

8燃料使用量（月間） 66 KL 

9 ドック間・燃料使用量 791 KL 

10路料単価 80,000 円／乱

11ドック間・燃料経費 63,280,000円

14 

r-－・

I （円）

C02推定剤温量（トW間）
圏直伽

脚

脚

脚

脚

脚

抑

制

剛

m捌

仰

蜘

日系列1

会要求AFの絡を算出する．

＊現状AF: 「1茄~1MSPC600

金問必の粧を制する．

'LFC AF：「寸=LF-Sea600HyB

寧国守自でAF麓入額理詰をKiO.できるか？

川 40］円 削亙ヶ月 ト山

低抵抗型船底塗料による各船削減数量

年間使用量 削減数 削減金額 塗料代増額
(KL) 量（KL) （千円） 金額（千円）

網船 807 30 2,400 1,250 

探索船 402 15 1,200 500 

探索兼運搬船 807 30 2 400 1,000 

運搬船 829 31 2,480 1,250 

運搬船 765 29 2,320 1,250 

合計 3 610 135 10 800 5 250 

※塗料代増加分については、約6ヶ月で回収見込

※実証試験の300t型の船舶で7.6%の実証結果をふまえ、船型や使用環境など

のパラっきによるリスクを考慮し3.8%で計画する。

【効果】 燃油削減効果 a. s % 
燃油削減量． ・-1・ a ・5 KL／喝事
燃油薗滋聾 1 '0.2 :8 .0 ・O平問〆年
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取組記号B-5 漁場選定システムとウェザールーティング①

電子機器を活用した船団内情報共有化による漁労情報一括管理の実現に取り組む。

－衛星通信機器のネット環境整備による漁業情報サービスの活用

....漁業情報サービスと船団内センサーの統合による漁場探索システムの実現

現棋

漁場選定システム
主要操業海域である三重県沖漁場は黒潮本流に沿って広い範囲で形成される。
漁場が瀬によって形成されるのでは無く黒潮本流変動によって大きく影響を受けて
漁場が移動する為漁場選択を難しくしている。
従来はFAX又はメールで配信されている漁海況情報による水温分布情報と船内の
データベースを各々別々に使って漁場の判断を行っており効果的な漁場選定が
出来ていなかった。

改革後
衛星通信設備による海上でのインターネット環境を整備oインターネットで提供されて
いる漁業情報サービスとこれまで船に蓄積されているデータベース情報を有効活用
する。これまでは別々に扱っていたこれらの情報をミックスさせる事によって一つの
情報として活用を可能とする。これによって漁場選定の確度を高める。

(/ 

:rL¥l 

合成画面イメージ
JA円C漁況情報サービス（インターネット）＋漁労データペース

泊場内探索システム
黒；朝本流に沿って形成されている漁場を探すために水温履歴を表示しながら
探索する。水温値を無線通信を使って音声で船団内の情報を共有している。
他鉛の水遍履歴｜ま漁労長の頭の中でイメージ化されこの情報を基に探索方向
を決定しているが、イメージの精度を上げる事が難しく効果的は探索は困難。

無線通信機器による館団内のネットワーク化を進め漁場における各踏のセンサ
情報を共有（じする事により漁場周辺の水温等の滑労情報一括管理を実現。
効率的に漁場の絞り込みを行う。

従来のイメージ

〆＿＿.ノ
J. ...... / 

漁海況情報（F似） 航海計器による水温変化履歴

-10 -

政草イメージ

通信機器によるセンサーデータ 漁業情報サービス配信による予想
共有後の水温変化履歴 と船団共有デ－~Iこより
各館の水道履歴から調目予想ライン 迅速で正確な進路設定を実現
を想定



取組記号B-5 漁場選定システムとウェザールーティング②

現在、気象FAX等の気象情報を基に航路設定を行っているが、設定航路上の気象、海象及び潮流等の

変動により船の運航が大きく影響を受けている。流れの速い黒潮本流周辺に漁場が形成される事も有

り航路設定次第で燃油消費量が大きく左右されている。

ウェザールーティングにより気象条件による燃油消費を抑えるとともに、穏やかな海域を選択して航

行することで船体の動揺によって生じる漁獲物へのダメージを抑え付加価値向上にも貢献する。

さらに航行には省エネ運転を行い、燃油消費削減に努める。

近年気象衛星の充実等で高精度な気象・海象予測が可能となっており、これらの情報を利用したウェザ－
J l，ーテイング！ま商船を中心に採用が広がりつつある。このサービスを他の漁船に先駆けて採用して気象
条件による燃油消費を抑える

~o·~ 

育．直線｛ラLライン1
2013/2/B ia:OO{;¥ t;.－ト｝ 章雄副蕗

start N34.00、El44.30 

海流予想図 2013幻3データ
インヲーネット情報

ウェザールーティングシミュレーション赤色が推奨航路

海流の大きな海域を避けて航路設計を行った結果、シュミレーションでは平均2.2%

の燃油消費削減効果が見込まれる。

漁場選定支援システムについては、効果は見込めるが具体的な数値は算定困難であ

るためウェザールーティングと合わせて 2.2%の計画とする。

削減量の算定においては、漁場においての操業中などは効果が見込めないため、往

復の航行（年間燃油消費量の約 70%を占める）のみとする。

【効果】 ・無駄な走行をへらすことができる．

・細流の速いところでの操業を控えることで、破網のリスクも軽減できる．

．漁獲物へのダメージを抑え付加価値向上が図られる．

燃油削減効果 漁場選定・ウzザールーティング ・2.2% 
蛾油削減量 5 0 KL／年燃油削減額 4. 0 0 0 千円／年
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取組記号B-6 省エネ運転・エコクルーズ支援システム

①省エネ運転について、省エネルギーセンターが推奨する省エネルギー推進に基づき

省エネ運行マニュアルを作成、燃油消費の削減（4.2%）を図る。

②エコクルーズ支援システムを導入し燃油消費の削減（1.1 %）を図る。

D省ヱ本蓮転について
速度を少し落として航行することにより必要とする推進馬カが太帽に低下し、慾糾の消費が減少します． ｜※各船で速度を3%抑えテストし
速度を落とすと推進馬力lcl:概ね速力の3乗｜二比例して滅少します。ー方速力が遅くなると運転時聞は速力｜ζ度比例 ｜ 
して増えます． ｜た結果、平均で4.2%の削減効果が
したがって必要燃料｛＝推進馬力x運転時間）は概ね逮カの2素に比例することになります．

得られた。

峨 I I J E日i i .....1 での 闘が叩鳴里．船速度12.5ノット由治合‘往航婿蜘柵 1:100+1 2.s~aa1閣とな•，；割e
I i i / I g鋼局に~唱に到拍するには． 出銑崎剣は四国となります．

蝋 L一一一」一一一一ふ一一一一ふ－／－.ー－－1 この拍． もし 15分早的吋航隠れlil;.<1111附Mノッ~！TげCも7附I.JI刷、l'l• t'i!.t 寸．
I .i ! .V- I 1均崎町bに省銀できれば遠慮酌 lli(Uノット】下げても7崎に温嶋に到着で曹宮す．

震 ｜ 制 i l_/ i I 噸 欄
霊 初%仁＝ニニτニ＝ーー二ニニニエニ二回L一一－l-一一一一」 剖却

言 I I／ぺi ・1 l 山

崎 L『 ー j/ LJ_ __  L一一一 一・－－~－；〆 I j : 11" ! 
°"'/ iS9; i i I i 

l!O昆

°" 5" '°" 15’‘ 
鈎%

速度竃議率

・例えば
%の速度低減で側、11昔の速産低減で2旬、それぞれI!特削減になります．
もし余裕があれば少しでも早めに出航し浪速航行しまし1:?.

船の速度は必要な範囲に抑えましょう 120 犯

航自苦回線上（分）
15分阜めに出航できれば馬力は側、燃料消費は飢餓できます。 一
1時間早めに出航できれば、馬力は3側、燃料消費li:21蛸憾できます。

O!O 
14. 

8 
.61) 

減速航行による銀貸削減効果［実測値］帥：取締洋文学

②エコクルーズ支援システム

定船主走行時プりッジの運転席に設置された「回転馬力j画面に現使用馬力ポイントを
リアルタイムに表示させ、同画面にあらかじめ印刷されている等燃料費曲線のより低燃費
ポイントヘ船速を維持しながら手動にて回転、翼角を操作し燃油削減を図る。

船用3乗曲線

KW 

1900 

650 

燃油削減量推定（改革後網船）
本紙用／トンは往復移動防印刷X6時間、操業時500rpmX6時間、計12時間／日
である。Aポイントの移動時船速を維持しながら低燃費のBポイントヘ手動で、刀卜する（回転
ダウン、翼角アップ）

現燃油使用量(M日）=3，日5・・・・・・A

改革システム使用時（ν日）=3,614・・・H・B
削減量： A-B=4rnta, (A-B)/A=l.12% 
年間削減量： 807,000X0.0112=9,03BM年
年間削減金額： 9,038X80. 0二723千円

A ：現使用ポイント

なお、改革後の他船（4隻）はいずれもCPP仕様であるため、本システムの改造適用が可能で
B：同船速｛与問問）の ｜ある。
低燃費ポイント

削減量の算定においては、綿、場においての操業中などは効果が見込めないた

め、往復の航行 （年間燃油消費量の約70%を占める）のみとする。

【効果1 燃油削減効果 5.3 % 

！燃糊踊鍾 1 2.4 KL／年撚油削減額 ・9, 9.2 0 平円／年

ー12-



取組記号C-1 網船の安全性の向上

， 、
網船の安全性・居住性の改善が求められている。

新たに導入する網船において、十分な乾舷、復原性を確保する。

現行 1 3 5トン ＝令 改革型網船 1 9 9トン

※網置き場のスペース、網規模は現行と変わらない。
.... ,,,j 

総トン割増加目的

1 .軽包改革聖網簡のトン叡増加白目的・肉訳

軽量政草型船

自．労酷居住惜の向上

:2.安企世の向上

3.極構維持経盗品宵I揖

増加審請〈「吋｝
増加総トン散

草寺証書船主食情慾2併の 200 トン胤之の飴館の毒事泌を4玉愈
基準としてa!濁

・ 7 名分の寝台を計図2協議吃水線の主合に~
•Sまの揮さ Ull品目以上結晶

• 3'盆寸法 I .~札？蜘以主砲健
．床医~1. 羽信／人恥上軍軍保
，シ噌ワ一家6人民，g設置
－混E野を命人に 1~位置E
・便器S人に1飼肱置
－衣舗の舵鎮ま免債、防；«~時十（'f"~惜

．充分む乾舷と予儲浮力を瞳~

‘観蝿室を俗〈し、メンテナン犬、主鈍繋が宰昌るに訴
える .l::~I二なる。

(.fO罰百3)
l9トン

(.15ぉ，u
21ト〉

OCL：安心｝
13ト〉

Q$l'時
e41-:.0 

合計

泌総トン誼 2トシ当たりの容積：（1208:-.s.t.!i)/ (1 Q91-13!i-｝圃5.67a3. 

2 . 安全性の肉よと福住環視の改穫’ 〔比較~）

現行錯

おトン数 トデ 1 1::15 

続再革連カ ノット｜ 12: 

｜会長 m l 柏崎.4£ 
一一一一主釜館長さ rn I 
墜 1幅［型〉耐 ｜

ユ揮さ｛製J
←一一一一一一一一一ー
ー計図明取
山 一
びイ三シ申Jレトリム

4宝乾随 1;Fb〕
言t排水量 ¥V1・’｝

．回』

G M 

Z匙鑓純愛生

網置き渇面摘

．船員室配霊

人

『n1

土甲仮よ人

土用根下人

申穆Mmiさ

37.CO 

l一一醐I·~ 
約 43-.L5 （笥定〉

38.帥【暫定〉

幅・潔舎を大き〈

とる喜容によリ乾監
増と究分取る型原
鉱を確保。
揖開室の$ シテ少
ンス性向ムー自治体
スリム化によそ』噛

ヱネ4じをま奪Jttす
る。

惜考

?.SO 9. i:to{t量定』

3. GO｛暫定3

3. l() c~f1定｝

1. 25'〔暫定〉

司，44｛暫定〉

Gi12' ~鑑定〉

1. 71)｛笥定〉

:2"3 

94.:Z 

s 
16 

l伺

；ゎーデザ日

m 3. :1'空

r'r＇、 i.81 

m 1. 20 

a胆グ内

トン 口

同

S

Z

L
H
P

司
，
a

d
時

‘

．

唱

’

自

習

＂可

2 

【効果】

船体の安全性・居往怯の向上が図られる噌
甲板作業性ぬ向上とそれに伴う省人化，M図られる．

. 13 . 



HG 

取組記号C-2 海難事故防止への対応

海難事故や船員の安全に配慮した設備を新たに導入する。

国際VHF無線機の設置（他の船舶（商船など）との無線通信を可能とし衝突防止）

居眠り防止装置の設置（ワッチでの居眠り防止）

船舶自動識別装置AIS受信機の設置（他の船舶の位置と航路が確認でき事故防止）

H調理器の設置（直火を使用しないので、火災防止）

【国際VHF無線機 】

許-IF
Marine VHF Radiotelephone 

圃圃圃圃圃圃圃m，会t•J:1;a.弘幸？？喧F事手J著竪It ・・・・・・・

圃 圃園田園圃圃圃 - ，.，.句ピー2シ
・・・・・・・・・・・・・・・E 鮪南区’イマーψ.e,-t-• U.llo

”圃園
田司・－砂o・s・

・・ピ＂’‘...

，＿，，，主軸

海難事故防止

【船舶自動識別装置AIS受信機】 【IHクッキングヒーター】

A IS とは
AIS(Auturr1cit.iじ ld巳 Hlifiじ citiC.HlSy己 lerTl ：舟信
舟内自！lib霊能汚り韮安置塁〉と（d-、 舟伶dコイ笠宮室ヘb舟千持率、 主些fラ
フ:JI白』宅事αコf笥牽辰令ご VHF冨主主伎でで歪tl:t1'1:叉口、 1司）22<D
li.!BJiJ自の堕方向手を苦巴主屈するためa：＞事実在室です0 5.足時~や
日音階防己にとと、 自宇兇わ竜王きわ、羽：し刈犬5.5官て士もイ也fil80コ識t.Jモ去
を~~.患でz昔、雪を三E花王舟汽3毎をワポ一一 トしますυ また、
レーダーーでIよ探 知 できたEい 島影lこ照れた船舶や 、
3可0 1.:>、5 と包Tごく否b均台舟白でにt=>、 AIS 定五三う弓壬dコ手子4壬
を E在三宅Zc.：きるため、健7突防止とt乃 島力とたEり ます。

【効果2

安全・安心
火を使わ主いので虫災の恐れが少な〈．
吹きこぼれによる立ち泊えや衣服への着

火の心配がありません．ヲイマーや加然
防止、切り忘れ防止‘室焚きOFF~どの
安全機能も充実していてさらに安心です．

クリーン
汚れをきっとlaき取れ．いつでも清潔で
す。ガスにくらべ上昇量流が世ないから
油などの飛び散りもほとんど$〈合主
扇や壁のぺ事ベ9も悶えられお部屋も汚
れにくくなります。

灘難事悌1;>~9.；九＜IIがa鳴る．
霧組蝿~.安金ー襲むの確保が圏各栴るー

-14 -

快適・節約
直火が♀いので、夏場も涼しく調理できる
うえ、市震のロスもほとんど主〈光!A費の
節約にもSりますeまた、給露・カピ・ずこ
の原因と怠る態様による水草気も発生しま

高性能・高火力
換効率が高〈．鍋に黙をム亨な〈伝えるの
で、その虫力Iiハイパワー。
焼〈・薫す・意る・揖Ifる、帽でもおまかせ
です。



取組記号C-3 居住性の向上

.... 

『総トン数200トン以よの漁船に係わる漁船の設備基準』の適合状況

漁船の設備基準 200トン以上の船舶の基準 経営改革型船

2(1) く位置）
会寝台数の100%を計画満臨噴水線 ※j主）I二宮己載

のよ方に配置 但名配置：33%)

2(3) 〈高さ） 居室の高さ 1.90m 適合

責任職員 2名 適合

2(9) （事台の区分） その他の職員 2名
(2名部屋x仇f也個室）

職員以外 4名

2(10) 〔寝台の大きさ〉
長さ 1.90m以よ

適合
幅 0.70m以上

出入り側の空間：

2(15) （寝台の回置｝
1段寝台 0.60m｛下0.7白叫

適合
2段寝台 0.70m｛下0.90m)

床面積： 1.om1人

2(16) （ロッカー〉 0.20m＇／人以上 適合

職員が闘いる寝室：

事務机、椅子、鏡、書架、

2(17) 〈寝室に設ける惜品）
化粧品用小箱 各1個

適合
職員以外が用いる寝室：

卓子、鏡‘書架、化粧品用小箱

各t個

2(26) 
（病室が設けられて

予備寝台が必要 適合
いない船舶）

6(1) （浴室の醤置〉 浴槽又はシャワーが1個／6人
適合

（シャワー×4)

6(5) （洗面所の設置等〉 洗面器が1個16人
適合

(4箇所設備〉

6(7) （便所の誼備｝ 便所が1個／8人
適合

(3箇所役備〉

6(9) 
〈洗濯場の設置及び

法濯場が設けられていること 適合
設備｝

6(10) 
〈衣類の乾燥設備等 衣類の乾慢設備及び防水着掛け設惜カ4

適合
の設置） 設けられていること

民3宝〉計画船は200トン未満船のため適用義務は除外されるため問題なし。

【効果3
乗組AO).居栓偲携の践纏；麟図iられる．
労働環境の改善による労働憲鍬の陶土を促し、若輔骨員の確保$実現できる．

. 15 -



（省エネ高性能型網船一般配置図（計画図））

-16 -



（省エネ高性能型網船船室設備イメージ）

. 17 . 



取組記号C-4 漁労作業の効率化①

新網船にバウスラスターと広角度舵を採用することにより横移動を可能とし、小型作業艇

による補助作業の安全性、効率化を図る。

【効果】

1.横移動に必要な楼器
( 1）パウスラスター
船首の喫水下に装備し、船首を左右方向に移動する機器

(2）広角度舵

流体力学により開発された従来型の舵の2倍にあたる左右140度、片側70の
舵角性能をもっ舵

例えば、右舷頓ljに船体を移動させる時は、下記の写真のようにパクスラスターを左舷

側に吹き出し、さらに舵板（広角度舵）を左にきることによって、水流を左舷側に押し
出して船体全体を右舷側に移動する。

また、 Cpp （可変ピッチ）プロペラの翼角及び舵角を調整することで、右舷斜め前、
右舷斜め後ろに移動することも可能。

水浪 治腐

操畿中における寝泊ぎの補助、作鍵性の；向J:;詩情園Jらね：る．

港内初副院総障などt（：論:tr~て揖船香容易；fこ待ラ乙a：がで篭‘ i鵬事情総
舶との接触簿のりスタを軽減できる．

-18 -



取組記号C-4 漁労作業の効率化②

本邦初となる新型ネットホーラーを導入し網揚げにかかる作業の効率化を図る。

1.旋回範囲の拡大 従来のネットホーラーに比べ旋回範囲を45° 拡大。

雄来のネヴトホー弓ー 軒型のネットホ一号ー

医E 圃

圃 巨回

圃 匝E

サイドローラー

圃 圃

従来のネットホーラーは、旋回範囲が
舷側に対して直角までしかなく、
サイドローラーに網をのせて網締めを
する際に多くの作業者が必要であった。

新型のネットホーラーは、旋回範囲が船体の
内側まであるため、網締めをする際に網を
サイドローラーのせる作業が容易になり、
作業者の削減と時間短縮が望める。

① ⑦ 

三一

従来のものに比べ船首倒に盤固できるζとから‘網締の作業効率向上が園れます．

-19 -



取組記号C-4 漁労作業の効率化②

新型ネットホーラーを導入し網揚げにかかる作業の効率化を図る。

2.押えローラーの可動化
押えローラーを油圧シリンダーにてよ下駆動させることで、状況に応じた巻掛調整が
可能となり、揚網カの闘聾ができます。

押えローラーを上下させることで、Vドラムに対する網の巻き掛け量を聞聾することができ、揚綱カの銅盤が
可能になる。巻掛け量が増えると摩擦力が増えて網が刈ヲプしにくくなる。

｜押えロ→ーを上げる lei［糊I増減る ]qi 摩嬢カが濡る l司｜掲網力が弱くなる｜

｜押えローラーを下げる lcil掛け量が増えるlcil摩憶力が増える｜弓l棚カが強くなる

~主）

相支口一号ー上iヂ

3.V型ローラーの慮笹拡大

{f 

←心
抑；｛ローラー下げ

‘ーーーーーーー

V型ローラーの庖径を大きくすることで、網の巻構け直径が増し揖網速度の向上が
図れると共に、網の摩擦面積が増すことで揖網効率の向上が図れます。

草草~ 
新型ネットホーラー（16G-SS)

. 20. 

※揚網力の調整がで

きることで、網への負

担が軽減できる。破網

リスクの軽減となる。



漁労作業の効率化③取組記号C-4

省作業の安全性と効率性を確保するため新揚網機などの漁労機器の配置を見直し作業の効率化、

人化を図る。

j~ .名

＊銅

2 号

配置極所 λ 量 歯宥 配置峰所 人員 薗考

揚舵宜 1人 抽労畢 船尾コーンローラー 1人
鏑霊 1人 コνク墨 信＂＂＇量官目〉世イドロ v フv 5人
船首コー〉ローラー 1人
船首勿イドローラー 4，人

中園切イドローフー 2人
二適量闘ウイ〉チ 3人
続固式融情ワイ〉チ 2人
Eli C前倒〉ザイドローラー 2人

人員

22人
2人

0操業時間イメージ

，朝
_..,,,.- 一一，． ， 
漁おT ！ 
積込みl - : 
15分 ．

揚網時間を短縮することで，帰港時の船速を抑え省エネ運転を行う。

｜環まき｜

一一 ~ 60分

！揚網時間で15分程度の時間短i

環まき ｜ 揚 網

網揚

45分15分

【現状】恒

10分

[il!i革】 l投網
10分

24名から22名へ

揚網時間の短縮

一安対一
一置一
一コU
一

一
Z
自
一

一口一宍一
一人
一

一
主
寸
一

－n円】
E

E
巾

一

－，M剣
山

由

一
問
問
一

－tm削
船
司
’

船尾新型ネットホーラー
魚締集中操作

配置壇所 人員 海宅 配置堵訴 人員 圃考

揖舵宣 1人 抽労昼 船尾tzヲリローラー 1人
隣室 1人 コッフ昼 船尾｛世情） ljイドローラF 3人
船首セヨリローラー 1人
船首ザイドロ田ラー 3人
φ周廿イドローラー 2人
樹首t.締ワイ〉チ 2人
／~－ Z前量縛ワイ〉チ 1人

官邑草色魯ワイ〉予 3人
船尾｛前倒〉ヲイドローラー 2人

一一
一似
一
弘

。E守
宅一旦－！

国

ブリッジを船体の前方に配置、漁労作業をブリッジ後方区減で行うことで広い作業域

を確保、視認性の向上、作業での安全を確保しながら、作業効率も向上する。

【効果】

揚鍋時における作業安全性を確保しながら省人化が可能となる船員 2名削減）．
掲網時開を短縮し漁織への移動、帰港時聞を早めて、その時闘を省エネ運転へ，あてる．
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漁労作業の効率化④取組記号C-4

操業時の効率化を図るため、レッコボート（作業艇）を、現状のもの（6t）を廃止し

新たに導入する（14t未満、網船の船尾に連結する）。

主主瓦且
主~
塁塁呈
鑑
墨_J主
主盤盟

レッコボート（イメージ図）

定
一定
一
定
一定
一
定

盆iと盤
~ 

Ii,'. 

日．

来
一
禾
一
未
一
禾
一

未

禾

よ旦i亙

C. L 

• L 

旦主」E

C. L 

【効果】
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隻数可愛型倒姻での操業において、操業時の作業や

大きくなった鍋船の聾漕ぎなどに使用ることで効率化が図られる．



取組記号D-1 付加価値向上について（衛生化向上対策）

現状、奈屋浦魚市場においてさらなる衛生化への対応が必要であるため以下の取り組みを行う。

・新網船に高圧洗浄機を導入し、網や船体の洗浄を行う。

－高圧洗浄機を導入し市場内、大型コンテナ水槽を洗浄し、衛生管理マニュアルに沿った、衛

生化向上への取り組みを進める。

－関係者の衛生管理意識を高めるために、定期的に外部講師による衛生管理講習の開催

・関係者自ら意識を高めるために定例会を実施し、改善の検討、衛生管理マニュアルの見直し

さらなる衛生化への取組

働生管 F哩マ エ＂ア ル

"" .. , ． 

高圧洗浄機

新網船に高圧洗浄機を導入し、網や船体の洗浄を行う

網についた魚のカスや鱗などを除去し漁獲物

への混入を防止、腐敗を防ぐ

関係者の衛生管理意識を高めるために、定期的に外部

講師による衛生管理講習の開催

定例会を実施し、改善の検討、衛生管理マニュアルの

見直しを行う

衛生管理マニュアル

市場施設の清潔保持

照明の保守点検

市場施設の衛生管理

市場内の備品等の取扱い

使用水の衛生管理

市場職員の健康管理

喫煙、飲食

市場内、大型コンテナ水槽

の洗浄

；【効劇 ， 
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（取組記号M 付加価値向上について（窒素ナ川ル発生装置の導入））

， 、
現状、冷海水と氷を使用しての水揚げ、出荷を行っているが、サバ・イワシなどの魚種が主体

のため鮮度劣化が早い。窒素ナノバブル発生装置を導入し、水揚げ、出荷時に鮮度保持の効果

が高いナノ窒素冷海水を使用する。

※窒素ナノバブル発生装置を陸上の奈屋浦魚市場冷海水タンクへ設置する。

"'- ...... 

0 魚体に対する脱酸素効果のメ力＝ズム（イメ－SI図）
海水中の溶存酸素は、 窒素マイクロバブルによって窒素置換されほぽ無酸素状態となっているため、魚体表面の酸化を防止。
更に、窒素ナノバブルが魚体内に浸透し、 体内に残っている酸素を内包．
その結果、内麗に多く含まれる油脂分が酸素に触れることなく酸化を抑制B
低酸素環境の提供により、好気性一般細菌の活動・1盤殖を抑制．

＠ 02 ＠ 
＠ 
＠ 

02 

ぬ
V

自
v

ぬ
v

＠ ω ＠

＠

一
＠

＠ ＠ 
＠ ＠ 02 02 

＠ ＠ 

＠ 

＠＠＠  

'9 R 01 R ＠ ぬ
V

2

l
 

o
円

mu

命
V

ぬ
V丸一
＠
l
 

ぽ一＠
i
 
1

1

 

E
－o
 

を
一
素
一 ＠ 

Oi 

｜）容荏酸素濃度を下げるナノ・フレッシャーの仕組み ｜ 

ナノ ・フレッシャーは、ラモンドナノミキサーにより、マイクロ ・ナノバブルを生成し、脱酸素効率を

飛躍的に高めました。マイク口バブルとナノバブルを混在させることで、脱酸素処理の短時間化と低酸

素状態の長時間維持を可能にしました。

Vナ／・フレッシャー V水ホース

詰イメージです

思ラモンドナノミキサーI~丸福水産（犠）が所有する特許です．

【効果】

鰍僻館欝鮒繍廊lむおくことマヤ油価宜伸繍~~職、糊脚部の糊を
抑止iレ：~館総需齢層E砲鎗4むを語らせるととif，むな（砂糖僻！.保織が司被と捻る．
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取組記号D-3 付加価値向上について（運搬船活魚鎗での活魚搬送）

漁獲物の高付加価値の取組として、奈屋浦魚市場へ運搬船の活魚鎗で活魚（アジ ・サパ・イワシ）

を運搬し、活魚での出荷に対応する。

また一時的に蓄養することにより出荷調整し、荒天時、不漁時でも鮮度の高い漁獲物を安定的に

供給する。

＜活魚出荷イメージ＞

【効果】

奈屋浦魚市場にて活魚出荷 ・湾内生貨で一時畜養
各運搬船にある活

魚鎗を利用

漁模様と相場、天

候などを考慮し

活魚搬送する。

1日1トン～2トン

程度

出荷調整を行い出荷

吟安定供給・魚価UP

鮮魚小売店、料鍾腐などの活魚の＝ーズに対応できる。

不漁鳴に也、安定的に鮮魚・活魚の出荷ができるs

魚偏向よも見込める．
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取組記号D-4 付加価値向上について（漁獲物の選別細分化、効率化）

奈屋浦魚市場において、魚体の選別細分化を行い魚価向上を図る。

改良型選別機（2径ローラ一、スピード調整機能）を導入する。

く選別作業イメージ＞

【効果3

サイズ選別後、大型タンクへ入れ

計量キ入札

選別目安 300g未満約300g～400g

400g～500g 500g以上 （サバの場合）

鮮度落ち・損傷を最小限に止め、晶質向上が図られる．

魚種、サ＂＂·~綿織際価が、より正当に魚価に反i映される．
仲買人の需要lご刻熔できるため、魚偏向上が見込ま：れる．
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取組記号E-1資源保護について（改良漁具）

..ii 

＼ ／ 

：：：：＝＝＝＝目白自民‘蝋帥j
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圃
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」

I I 漁網の糸の太さを細くし軽量化i:::::=ヨの部分大目化

差

企5.134。
。

【改革1
23,013 

993 

。1 944 

3,498 

1000 

30,448 

サパ用まき網重量表（概算）

重量（kg)Ir現状】
漁網 I 2s.141 

ロープ I 9931 11.. 

浮子 I 1.9441「、
チェーン｜ 3刈sl---Y 
撚糸 I 1.000 

総重量 ｜ 35,582 

大目化

【改革】

絹規格（太さ・目合）

①T42 3.5寸（106.1mm)

②1Tl 8 11節（初.3mm)

③T60 3.5寸（106.1mm) 

④T90 3.5寸（106.lmm)

サパ照まき網改良部分比較

［現状】

網規格（太さ・目合）

(f)T24 11節（30.3mm)I ~ 

②IT20 11節（ぬ.3mm）「〉
③T64 3.5寸（106.lmm)Iγ

④T120 3.5寸（106.lmm)

-14%1 

.A 1.765 

0 

0 

0 

0 

.A 1.765 

【改革】

25,075 

1,324 

2,916 

7,329 

1060 

37,704 

マグロ用まき網重量表（概算）

重量（kg)I【現状】
漁網 I 2s.s40 

ロープ ｜ 1,3241 .. 

浮子 I 2.s1sl「3
チェーン｜ 7辺91---y 
撚糸 I 1.oso 
総重量｜ 39刈9

大目化

【改革】

網規格（太さ・目合）

①T60 8.0寸（242.4mm)

②T42 3.5寸（106.tmm) 

③T52 8.0寸位42.4mm)

④T60 8.0寸（242.4mm)

マグロ用まき網改良部分比較

［現状】

網規格（太さ・目合）

①＇T64 3.5寸（106.lmm)1 11.. 

②T46 3.5寸（106.lmm)I「》
③T56 8吋（242.4mm）ドγ
④T64 8.0寸（242.4mm)

※T24 司 テトロン24本撚り ω院淘必“ー
＼ 

【効果】

小型漁ー集虜徹'fb~咽噌鎗搬すこ：£にお叫資海保撞が園1られる．
網金体0...  嘩糧量化するこ迭でよ ：漁拘伶離の経誠・鋤，蝋色、航脊にかか·~·勝清削誠の効曝事期待でをる．
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取組記号E-2資源保護について（資源管理計画・オプザーJf－対応）

①三重県まき網連合会で資源管理計画に取り組み、休漁日を設定し漁獲制限を行い資源保護に

取り組んでいる。

②中西部太平洋マグロ類委員会（地域漁業管理機関（WCPFC））における資源保存管理措置の強

化に対応するよう、複数のオブザーバーを乗船させる船室を設置する。

市場休の前日

資源管理計画

休漁日の設定

毎週金曜日 ・祝日の前々日

年間 9 3日（H25）程度の休漁日を設定

三重県まき網連合会

オブザーバー室2室設置｜オブザーバー乗船への対応

【オブザーバー室イメージ】

／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

／ 
／ 

／ 

（倒
d
F
）側
｜
て
l
Fh
令

E効果】
諸島源管倒閣に基づき体漁題審般定し漁獲量を抑えることで資源編·~積回；られる．
今後強化される。国際的な潰源管理措置へ対応が可能となる．
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取組記号F 流通・販売について

資源管理が強化されることで漁獲量の減少分を補うべく、漁獲物の高付加価値化をすすめる必

要がある。

－漁獲物の差別化、漁獲後5時間以内に選別、入札、出荷できるものへ、窒素ナノバブル処理

を行い、高鮮度保持の状態で 出荷し魚価の向上を図る。

－活魚鎗を活用し、活魚の扱いを進める（活魚での流通、活き餌としての活用）

・漁協直販の移動販売車、量販店などへの加工販売強化

・市場仲買人より、直接地方の量販店へのダイレク卜流通の展開

高鮮度保持の取組

市場仲買人より

地方の量販店へ直接ダイ

レクト流通
活魚出荷

「水産流通の新しいカタチJ

戸 帽脚’憎鵬噌 J ［言語百~瓦石託扇町

f議会伽

圃 ｜ヂシ

回ヱ畠

漁協直販

・移動販売者で広域に展開

県内外の消費地

生産者側の情報発信（漁獲情報、資源保護への取組、高付加価値化の取組

など）を行うことで、認知を広める

地域加工業活性化に伴う、地域雇用の創生

ブランドネームの普及に伴う地域観光事業の活性化のスパイラル効果

（千円）
一日の扱い

年間数量（t) 現状水揚金額
数量（t)

計画水揚金
水揚金額UP

額
ナノ窒素
活魚
ダイレクト
直販

合計

【効果】

4.5 450 68 550 
1.0 50 7 400 
1.0 100 16,750 
1.0 100 16,750 

7.5 700 109,450 

鰯1•·1鵬吻審醐！にJt(!f'

魚価10児up ~ 
魚価20%upr-目、
魚価15目upL/
魚価15首upr 

75050 
8,850 
19,250 
19 250 

122 400 

6500 
1,450 
2500 
2,500 

12 950 

律問 7・;0 .O：！トン貨価1·t~；向上 , • :2.;;. :;9 ~5 :.Cl千！聞の収益増
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取組記号F-1 流通・販売について（窒素ナノバブル）

漁獲後5時間以内に選別、入札、出荷できるものへ、窒素ナノバブル処理を行い高鮮度

保持の状態で 出荷し魚価の向上を図る。

－朝網でとれた、その日で一番鮮度の高い漁獲物を、ナノ窒素海水を活用し「灘アジJ、

「灘サバJとして区別して扱い、特撰魚として入札にかける。

－水揚げ時、大型コンテナ水槽へナノ窒素海水を使用し高鮮度保持を図る。

・荷づくりの際、鮮度低下を防止するためナノ窒素海水を使用し出荷する。

「水産流通の新しいカタチJ

ナノ窒素海水

, ...試験レポ ト ｜ 
大漁相場安時、時化前、休市前に大量買付

地
園
田大量買付

冷蔵保存

鮮度が良いかS、翌日以降也値が下がちない！

桶のまま保存

一日の扱
年間数量（t)

現状水揚金
い数量（t) 額

サバ 4 400 59,200 

イワシ 0.5 50 9,350 

合計 4.5 450 68,550 

【対象魚種： 真 アジ】【保存期間： 6日間】

．区分一｜ぷ屋地， ＿漁選よー｜ー輸送了一F手書自在「 「訣言妄
鮮魚 ｜福岡｜巾着網｜保冷車｜ 1日 lo  
【初発O回目1 ． 【6目白】

「x儲 r 細菌数ーー＿＇IIー‘K値 ーl 細菌数 ］ 
I 3.s I 9.o × 10•19 I I 16.5 I 1.5×1 o•;g I 

【官能検査：所見】

真アジは通常 2～ 3日で内臓が崩れ始めるが、 6回目
でも内臓がしっかりしており、内臓の腐臭がない。

腹身も硬く外見 ・身質ともに良好。刺身として拭食

したが、美味との評価。

..... ... ，姐監竃露話事~~氾’温週店iSffil言認型B喧望姐司同震設温・・

【対象魚種：イワシ 】【保存期間：3日間】

魚価10%up

@148円／kg弓＠162円／kg

@187円／kg弓＠205円／kg

計画水揚金
水揚金額UP

額

64,800 5,600 

10,250 900 

75,050 6,5001 

※仲買人の聞き取りと試験出荷にて魚価の10%程度向上効果あり

I効果】 高齢.Iのまま他方への発送ができる．
東漁稲場•. 時～， i略化紘 ：株市櫛1に買も哨~（·ナ．世荷積豊島が鴫誌な司る．

6.500千何の；
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取組記号F-2 流通・販売について（活魚出荷）

活魚での出荷をおこない、鮮魚小売店、料理店など活魚のニーズに対応し販路拡大を図る。

一時的に畜養し出荷調整することで、荒天時、不漁時でも鮮度の高い漁獲物を安定的に供給する。

＜活魚流通十ジ＞（括鰍広て糊糊デジ引イワシ ） 

（一一隅店などへ in

サパ

イワシ

合計

【効果3

自の扱
い数量（t)年間数量（t)現状水揚金 魚価20%up

計画水揚金

~ 50 主主7.40o。。
50 7,400 

@148円/kg弓＠177円／kg

@187円/kg弓＠245円／kg

舗

一※以前に活魚出荷の実績があり、魚価は50%程度高く出荷できていた

改革計画の取組みで魚価の 20%程度向上効果見込む

8,850 。
8,500 

（千円）

水揚金額UP

1.450 。

壁阻ー盟企之盆岨室盤血よ t・. ・450：千j問ゆ収鎗噌



取組記号F-3 流通・販売について（漁協直販）

， 、
現状、魚介類の消費の減退、魚ぱなれなどの問題があり、消費の維持増大を図る為漁協と提携

し移動販売などを活用し販路拡大を図る。

－新鮮でおいしい三重県産魚介類を移動車で県内外へ販売する。

取組①

漁協直販部において移動販売車による県

内外への、「朝獲れ鮮魚便」で直接販売、

また情報発信・提供をすることにより安

全・安心を訴え、販路拡大を図る。

一日の扱
年間数量（t)

い数量（t)
サバ 0.5 50 

イワシ 0.5 50 

合計 100 

三重外活漁協醇動販売車販売マップ

「朝盛れ鮮魚便」

「漁協の魚屋」

~HJ!~既A1f.tl l ll13 よ曜日

l~刀ントリ－u準語； ii' ぜφーとら俊民俳W ）~ll\'J 

取組②

円 11m：利・ぬ防
火 1·1~~ ・ 5正n漏

水 )L鬼 ・三4・白E

,f; %！•柿

l> 挺i'I書店・杓相浦

銭円邑筒、 25II 

.f; （／＼倫相Iii

全員l II＜＜まの議Jl!V<>
：品~11 勾n郁諸 j ぽ II !I 11ヶ耐

Ii喝I，同信 II大 f'i)f! 

.jo( 1i今F正

木各JC

n れそ，F面

魚価の低い魚種をピックアップし大衆魚とすそものに分！？、鮮度、品質と加工処理で

の付加価値向上、流通経路を工夫することで魚価向上を図れるかを検置し、加えて2

次加工など商材レパートリーを繕加させることで、魚価向上を図る．

現状水揚金
額

7,400 

9,350 

16,750 

魚価15%up

@148円/kg＝争＠170円／kg

@187円/kg当＠215円／kg

（千円）
｜計画水揚金

水揚金額UP
額

8,500 1,100 

10,750 1,400 

19,250 2,500 

※直版部の意見と賦験販売にて魚価の 15%程度向上効果あり

【効果】

霊園 1iO:Oトン魚価1'5%＇向上 2, 500千円の収益増
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取組記号F-4 流通・販売について（ダイレクト流通）

Web等を活用し従来の流通形態でなく、直接消費者側との情報共有をはかり、多様なオーダーに対応し

ながらダイレクトに販売を行う。

自.. 、 1・2 ー 臆畳 踊 ー－J
ー ι 

漁協直販部・買受人
、相

｜加工／配送 ｜｜鮮魚直送

画邑ι温色』
うr, ~日t~理山幅広い~－f'-1；：~ •t＇ し、、

ー ｜｜ ｜ ｜ 
中闘す顕在カツ

， 高鮮度・ 格での販売

• 
、

ー 一般消費者

＼ 
..圃E l種目 1!!11 l~I! 一圃圃 国i ｜自国困層

サバ

イワシ

合計

一日の扱
年間数量（t)

現状水揚金
い数量（t) 額
0.5 50 7,400 

0.5 50 9,350 

100 16,750 

魚価15目up

@148円／kgコ＠170円／kg

@187円／kg当＠215円／kg

｜計画水揚金
額
8,500 

10,750 

19,250 

※仲買人の聞き取りと試験出荷にて魚価の15%向上効果あり
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（千円）

水揚金額Up 

1100 

1,400 

2,500 



その他（福利厚生の拡充）取組記号G-1

網船にインターネット環境を構築

娯楽提供 ・離れている家族との連絡ツール

電？企~:!2
e・e・9司ltll・EB

型車単一旦星些

府
－
p
 ．a． 
‘ 

ごJ

［全自動血圧計〕

陣属島事‘館筋量‘障窃筋量‘E肉量、
体水分量、植定骨量、 BMla>濁定詰聾

直樹也橿・甚睡It圃レペル
星Im置とIi生きZいくたむに 昭事車組，－
血魁臨耳併-4JLと． ~酬山
且酎帽賓が乱、人鉱富島雌 f Tll'I. 
えや，く!l‘＂＂~にくいとい I 雪司晶．．． 阻

むれていn.i枕轟酎tH l－、、~
時晶、人躍動観臥J;:((. r' I 
怠Ol'J'＇とL回れても吻弘 、』4〆
＇＇＂抑制町田 Eほ皿、国岨志野・3凪出海軍偽

I •• •・ Z • 

間程期間程割問
主：.~ 窃..... ~認；：;g
aか..き1$ ＂曲＂＂ 1110 

V同＇＂＂ 311 ・- 11 

健康管理の拡充

［体組成計］

言l

・：
；t
t
i
z
－－
’・a
’1
1
・’a
・1
s
’？・

4
i
t
－－－－・’
k
p
F
ι

1 ）船内に体組成計、全自動血圧計を設置し、船員の健康維持管理をサポートする。

2 ）船員に、船上における応急処置方法や成人病対策等の情報を適時提供する。

3 ）地元消防署主催の救急講習会等に積極的に参加する。

船員の労働意欲の向上、人材確保が図られる．
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取組記号日その他（船員養成シート） ） 
， 、
若年乗組員が幹部後継者となるべく漁労計器の技術レベルアップを行いたいが、

漁労長前に集中的に装備されている現状のシステムでは触れることもできない状況にあ

り育成がままならない。

ブリッジ内に漁労長と同じ計器類の情報を表示する育成スペースを設ける。
"'" ..... 

船員養成シート（イメージ図）

操舵重平面

![(B 
「
F
E

EヨEヨ
園時

＼ 

一」守

教師役となる漁労長の前方に受講生となる若年者乗組員を配置。

漁労長と同じ映像を見て、実際に操作できるスペースを提供して漁労長から直接指導を

行うことにより漁労計器に対する技術を高め後継者として育成する。

幹部船員の養成は探索船を含め、船団全体で取組む。

【効果】

若年者1自色、・RI"鶴瓶に携わることにより‘これら漁労計器に関する！被衡
の習得と知織を深－める事で船員育成が図られる．



取組記号G-3 その他（地域振興）

・町、 JA、商工会などのイベン卜へ協賛し参加することで、漁業者と消費者の交流を

通じ、地域振興へ取り組みます。

－伊勢志摩地域でJリーグ参入をめざすサッカーチーム『Fc.伊勢志摩」の活動をサ
ポートしサッカー教室と料理教室への参加により、スポーツ振興と魚食普及を通じた地

域活性化を目指します。

・三重県農林水産業復興フ工ア

・伊勢神宮奉納市など

サポート活動「サッカー教室＆お魚料理教室」へ参加し選手と、子供たちに魚食普及を行う。

【効果】

＊麿難問、検食普及、サポート活動fサッカー教室：＆お魚料理教室jで地織の

スポーツ撮輿と魚食普及、地域の活性化が図られる．
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取組の費用対効果

（千円）

漁場選定シスァム 省エネ運転 窒素ナノ
メ仁当3、計取組事項

ウェずー｝トテインク’ 日夕jトス齢支援システム ｝＼ブソレ

A導入コスト 1,200 7,500 4,000 12,700 

B取組みによる
4,000 9,920 6,500 20,420 

プラス効果

C取組みによる
1,420 。 。 1,420 

マイナス効果

純効果(B-C）…
2,580 9,920 6,500 19,000 

年間

投資資金の回収
0.46 0.75 0.61 0.66 

に要する年数

（算出根拠）

・ B-5、漁場選定システム・ ?rifづトティンゲ 参考資料vI 0 11 取組B5 
・ B-6省エネ運転・エコ川－t支援システム 参考資料pl2 取組B-6
・Fーl窒素ナノバブル 参考資料p30 取組FI 
－改良型漁網については、現状のものより導入費用は減少するので、除外した。
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